



満 田 久 義
佛教大学社会学部
Darma Satria












































インドネシア中央政府は，2015年までに国連の The Millennium Development Goals
（MDG’s）の 8つの目標を掲げて，その達成をめざしている。すなわち，①絶対貧困と飢餓の








































である。各地域の罹患者が最初に訪れる地域診療所（Puskesmas）での Primary Health Care
率は 14,000分の 1で，全国平均の 30,000分の 1よりも上回る。一方，アチェ州が属するス
マトラ島の他の地区では，10,000分の 1にも満たない。
バンダアチェ市での喫緊の医療課題は，重篤な患者を搬送する総合病院を増やすことであ
る。バンダアチェ市内では，唯一 Zainoel Abidin 病院のみが，総合的に医療設備が整った施
設であり，500万もの住民を対象としている。アチェ州政府は，バンダアチェ市中心部と東



















年は 759件に，2013年にはさらに 4％増加して 813件となった。この深刻な実態は，全国平
均の栄養失調率 19.6％（2013年）を上回り，MDG の行動指標（2015年には栄養失調率を
15.5％以下とする目標）からは程遠いのが現実である。さらに，中程度の栄養失調状態にあ
る子供の数は，2011年の 10,261人から 2012年には 19,225人と増加し，2013年には 56,527
人と急増している。
図 2 医師 1名あたりの対象住民数
図 3 アチェでの地区別妊婦死亡率と助産婦率（2012年）








2010年の基本健康調査のデータによると，アチェ州 13 地区と 3 市（South East Aceh,
South West Aceh, Simeulue Island, Pidie, Bener, Meriah, East Aceh, Nagan Raya, Gayo

























表 1 アチェ州の上位 6地区・市の母親と乳幼児の死亡数（2013年）
No. アチェ州での地区名 母親の死亡数 乳幼児の死亡数
1. North Aceh 9 32
2. Aceh Tamiang 4 26
3. Singkil 3 8
4. Bireuen 2 36
5. Big Aceh 2 29
6. West Aceh 2 17
佛教大学社会学部論集 第 60号（2015年 3月）
― １５３ ―





エイズの発症例は年々増加しており，2005年に 1例，2005年に 2例，2006年に 7例，2008




















































写真 1 ダラサーラム地域診療所 写真 2 ダラサーラム地域診療所代表のアマリ
ア医師

















グラム（BCG, DPT, B 型肝炎，ポリオ，はしか）。また，定期的な体重測定（栄養失調発見




感染症）②高血圧 ③糖尿病 ④胃炎（消化不良） ⑤下痢 ⑥虫歯および口腔疾患 ⑦皮膚












































































ムラクサ周辺の主な疾患は，①インフルエンザ ②高血圧 ③糖尿病 ④虫歯および口腔疾














耐えない）。それぞれ購入費は，USG が 10,000ドル。婦人科用ベッドが 500ドルである。
いずれもアチェ州政府の予算的なめどが立たず，海外からの支援を期待しているとのことであ
る。




















（Milk for Pregnant Woman Project : MPPW project）
6.1 バンダアチェ・妊婦へのミルク支援プロジェクトの背景と意義
アチェにおける母親および乳幼児の死亡率は高く，2013年現在，妊婦の死亡率は出産数
100,000に対して 151人，乳幼児の死亡率は出産数 100,000に対して 1,240人となっている。
















1. Milk Supplementation $3/month/mother for a year 700 per year $25.200
2. Iron Supplementation $3/month for 3 months 700 per year $6.300
3. Folic acid Supplementation $3 for 1 month 700 per year $2.100





げて，「バンダアチェ・妊婦へのミルク支援プロジェクト（Milk for Pregnant Woman
Project : MPPW project）」を成功に導けば，アチェにおけるすべての妊婦に広く適用するこ
とが可能なプロジェクトとなりうる。それこそが，“アチェの慟哭と哀惜，あれから 10年。
ひとつの政策提言”となると確信している。
6.2 「バンダアチェ・妊婦へのミルク支援プロジェクト（Milk for Pregnant Woman
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市）の内科部長 Fauzi yusuf 教授と Kurnia F. Jamil 教授（熱帯感染症学）からご協力を頂















写真 5 インドネシア国立 Syiah Kuala 大学医学部教授とスタッフ
（Zainoel Abidin 病院，2014年 9月 3日）
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